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御ご

殿て
ん

堰ぜ
き

整
備

中
心
市
街
地
に

新
た
な
ス
ポ
ッ
ト

　
３
月
29
日
に
、
十
一
屋
本
店
と

オ
ワ
ゾ
ブ
ル
ー
山
形
の
間
を
流
れ

る
御
殿
堰
の
整
備
が
完
了
し
ま
し

た
。

　

道
路
を
挟
ん
で
向
か
い
側
の

「
水
の
町
屋 

七
日
町
御
殿
堰
」

と
合
わ
せ
て
東
西
に
延
び
る
風
情

あ
る
空
間
。
こ
れ
ま
で
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
覆
わ
れ
、
見
え
な
く
な
っ

て
い
た
堰
を
開
け
、
歴
史
を
感
じ

る
玉
石
積
み
の
堰
、
冬
で
も
そ
ぞ

ろ
歩
き
が
で
き
る
無
散
水
消
雪
機

能
を
有
し
た
石
張
り
の
歩
道
を
整

備
し
ま
し
た
。
御
殿
堰
の
周
辺
で

は
、
新
た
な
空
間
を
活
用
し
て
、

マ
ル
シ
ェ
や
音
楽
イ
ベ
ン
ト
等
の

開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
の
流
れ
る
音
を
聞
き
な
が
ら

散
歩
を
し
た
り
、
座
っ
て
お
菓
子

を
食
べ
た
り
、
憩
い
と
癒
や
し
の

空
間
が
誕
生
し
ま
し
た
。

まち歩きを
楽しめる場所へ

▲�

遠
く
に
見
え
る
雁が
ん

戸ど

山
の
雪
解
け
水
は
、

馬
見
ケ
崎
川
を
経
て
こ
の
御
殿
堰
に
流
れ

込
み
ま
す
。
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回
遊
性
の
高
い

ま
ち
づ
く
り

　

七
日
町
地
区
で
は
、「
粋
な
町

七
日
町
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
風

情
あ
る
空
間
を
創
り
、
中
心
市
街

地
の
回
遊
性
の
向
上
を
目
指
し
た

街
区
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
お
し
ゃ
れ
な
空
間
や
趣
の
あ
る

空
間
は
、
観
光
客
だ
け
で
な
く
、

市
民
の
方
も
「
行
っ
て
み
た
い
」

と
思
え
る
場
所
に
。
実
際
に
、
御

殿
堰
で
記
念
写
真
を
撮
る
人
や
付

近
の
お
店
で
買
い
物
を
す
る
人
で

に
ぎ
わ
い
、
中
心
市
街
地
に
訪
れ

る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
天
気
の
良
い
日
は
、
新
た
な
整

備
が
進
む
七
日
町
を
歩
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
今
後
、
旧
大
沼
・
済
生
館
や
旧

千
歳
館
、
水
の
町
屋 

七
日
町
御

殿
堰
の
上
流
部
分
も
整
備
を
進
め
、

回
遊
性
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

中
心
市
街
地
を

歩
く

　
市
で
は
、
中
心
市
街
地
の
魅
力

向
上
を
図
る
た
め
、
中
心
市
街
地

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
掲
げ
、「
歩

く
ほ
ど
幸
せ
に
な
る
ま
ち
」
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
１
日
〇
歩
以
上
歩
き
ま
し
ょ

う
」
と
よ
く
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

歩
く
こ
と
は
、
健
康
に
過
ご
す
上

で
必
要
で
あ
り
、
健
康
寿
命
の
延

伸
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
に
は
、
五
感
で
感

じ
る
す
て
き
な
体
験
の
機
会
が
溢

れ
て
い
ま
す
。
山
形
な
ら
で
は
の

豊
か
な
食
文
化
を
楽
し
め
る
飲
食

店
。
ま
ち
の
歴
史
を
色
濃
く
感
じ

ら
れ
る
建
物
や
小こ

径み
ち
。
御
殿
堰
を

流
れ
る
心
地
よ
い
水
の
せ
せ
ら
ぎ
。

歩
く
こ
と
で
、
今
ま
で
気
付
か
な

か
っ
た
す
て
き
な
景
色
、
思
い
が

け
な
い
発
見
と
の
出
会
い
が
生
ま

れ
ま
す
。

　
今
後
も
、
中
心
市
街
地
に
魅
力

的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
、
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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実
は
身
近
な

場
所
を
流
れ
て

い
る
山
形
五
堰

　
山
形
五
堰
と
は
、笹
堰
、御
殿
堰
、

八
ケ
郷
堰
、
宮
町
堰
、
双
月
堰
の

５
つ
の
「
堰
」
の
総
称
で
、
全
長

約
１
１
５
ｋ
ｍ
の
農
業
用
水
路
で

す
。
馬
見
ケ
崎
川
（
山
形
蔵
王
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
上
流
部
）
か

ら
取
水
さ
れ
西
に
向
か
っ
て
枝
分

か
れ
を
繰
り
返
し
な
が
ら
市
街
地

を
流
れ
て
い
き
ま
す
。

　
新
し
く
整
備
さ
れ
た
御
殿
堰
に

設
置
さ
れ
た
看
板
に
描
か
れ
て
い

る
よ
う
に
、
山
形
五
堰
は
市
街
地

を
網
の
目
の
よ
う
に
流
れ
、
皆
さ

ん
が
住
ん
で
い
る
す
ぐ
近
く
に
も

流
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
広
範
囲
に
広
が
る

堰
は
全
国
で
も
珍
し
く
、
山
形
市

の
景
観
の
特
徴
で
あ
り
歴
史
的
財

産
で
す
。

昔
、

山
形
市
の
生
活

を
支
え
て
い
た

　
山
形
五
堰
の
始
ま
り
は
、
元
和

９
（
1
6
2
3
）
年
に
５
日
間
降

り
続
い
た
大
雨
に
よ
っ
て
発
生
し

た
馬
見
ケ
崎
川
の
大
洪
水
に
よ
り
、

城
下
の
広
範
囲
で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

そ
の
翌
年
寛
永
元
（
1
6
2
4
）

年
に
、
当
時
の
山
形
城
主
鳥と
り

居い

忠た
だ

政ま
さ

が
、
馬
見
ケ
崎
川
の
流
れ
を
変

更
す
る
大
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

こ
の
工
事
に
合
わ
せ
て
、
城
下
と

周
辺
集
落
の
農
業
用
水
と
生
活
用

水
の
確
保
、
山
形
城
濠ご

う

の
導
水
の

た
め
に
馬
見
ケ
崎
川
に
５
つ
の

取
水
口
「
堰
」
を
設
け
た
の
が
始

ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
６

（
2
0
2
4
）
年
は
そ
れ
か
ら
ち

ょ
う
ど
4
0
0
年
に
な
り
ま
す
。

　
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
に
は
、

水
流
を
動
力
と
し
た
水
車
業
（
製

粉
業
・
精
米
業
）
や
養よ
う

鯉り

、
染
物
、

鰻う
な
ぎ

問
屋
、
紙
す
き
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
産
業
に
も
活
用
さ
れ
、
ま
す
ま

す
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

▼山形五堰の古地図

▲�世界かんがい施設遺跡の
登録証と盾

▲御殿堰に設置された看板

▼宮町堰（酒井製麵所敷地内）
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世
界
か
ん
が
い

施
設
遺
産
登
録
へ

　
山
形
五
堰
は
、
令
和
５
年
11
月

４
日
に
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
限
ら
れ
た

流
水
を
効
率
的
に
分
配
す
る
た
め

の
独
特
の
方
策
や
、
地
域
の
方
が

一
体
と
な
っ
て
水
源
を
守
っ
て
き

た
歴
史
が
あ
る
こ
と
、
山
形
市
の

さ
ま
ざ
ま
な
産
業
の
発
展
に
貢
献

し
て
き
た
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産

と
は

　

国
際
か
ん
が
い
排
水
委
員
会

（
本
部
：
イ
ン
ド
）
が
平
成
26
年

に
創
設
し
た
制
度
で
、
建
設
か
ら

１
０
０
年
以
上
が
経
過
し
、
か
ん

が
い
農
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
も

の
な
ど
、
歴
史
的
・
技
術
的
・
社

会
的
に
価
値
の
あ
る
か
ん
が
い
施

設
を
認
定
・
登
録
す
る
も
の
で
す
。

現
在
、
世
界
19
カ
国
の
１
６
１
施

設
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
国

内
で
は
51
施
設
、
県
内
で
の
登
録

は
庄
内
町
の
北
楯
大
堰
に
次
い
で

２
例
目
に
な
り
ま
す
。

今
で
は
今
の

役
割
が
あ
る

　
歴
史
的
背
景
を
持
つ
山
形
五
堰
。

　
今
で
は
、
水
の
町
屋 

七
日
町
御

殿
堰
や
今
回
整
備
し
た
御
殿
堰
の

よ
う
に
、
歴
史
的
建
造
物
の
よ
う

な
趣
あ
る
建
物
が
建
ち
並
び
、
柳

の
木
の
葉
が
生
い
茂
り
、
玉
石
積

み
の
堰
が
通
る
。
そ
の
景
観
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
よ
っ
て
訪

れ
る
人
が
増
え
、
中
心
市
街
地
に

に
ぎ
わ
い
を
創
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

昔
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
は
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
山
形
市
を
活
性

化
さ
せ
る
、今
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
見
方
を
変
え
て
山

形
五
堰
に
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
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❽御殿堰(緑町)

❾御殿堰 （七日町）

❻八ケ郷堰 （小白川町）

❼笹堰 （鉄砲町）

❹宮町堰 （緑町）

❷双月堰 （双月町）

❶双月堰（山家町）

❺笹堰 （小白川町）

❸笹堰 （松波）

見どころ
マップ

山形五堰
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山形市が誇る山形五堰を
次世代に引き継ぐために

企業の皆さんのCSR活動募集

　全長約115kｍにも及ぶ山形五堰の保全管理は、近年、
水利組合員の減少・高齢化、市街地開発の進展などにより、
大変難しくなっています。市では、歴史ある山形五堰を
次世代に引き継ぐため、「山形五堰環境保全モデル事業」
を実施しています。活動に協力していただける団体を募
集しています。

　企業の皆さんからの山形五堰の保全・美化活動に対す
るご支援を併せて募集しています。詳しくは、農村整備
課へお問い合わせください。

　山形五堰の、刈払い（除草）等の保全・美化活動を実施した
町内会等の団体に対して、謝礼金を支払います。

山形五堰環境保全モデル事業

謝礼金の算出方法

手続きの流れ

主な活動内容

区　分
算出方法等（令和5年度実績額）

基本額
14,000円

保全管理区間は50ｍ以上から
加算額

保全管理区間10ｍ毎に800円を加算する。

～5月上旬
「活動計画書」を市へ提出

5～11月
五堰の清掃、草刈り、灌木の伐採等の活動を原則として

年２回以上実施
～12月上旬

「活動報告書」（写真添付）を市へ提出

〇水路内、法面等に繁茂する雑草・灌木の刈払い
〇水路内の落葉拾い等による通水の確保
〇水路周辺の美化活動（ゴミ拾い等）
※用具の貸し出しなどは市が支援します。

�宮町堰 （緑町）

�八ケ郷堰 （錦町）

�問　 農村整備課　☎内線442
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�問　 長寿支援課　☎内線653
介護保険課　☎内線848

　
全
国
的
に
高
齢
者
や
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
が
増
え

て
い
る
一
方
で
、
生
産
年
齢
人
口
（
15
～
64
歳
の
人
口
）
は
減

少
し
て
い
ま
す
。

　
山
形
市
も
例
外
で
は
な
く
、
介
護
の
必
要
性
が
高
ま
る
85
歳

以
上
の
高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し
の
世
帯
が
増
加
し
て
お
り
、
将

来
的
に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
が
増
え
る
こ
と
も
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
を
担
う
人
材
の
不
足
も
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
山
形
市
で
は
、
３
月
に
高
齢
者
保
健
福
祉
の

施
策
や
介
護
保
険
料
な
ど
を
定
め
た
「
山
形
市
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
（
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
を
基
に
、
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
が
高
ま

る
85
歳
以
上
の
方
が
最
多
と
な
る
２
０
４
０
年
を
見
据
え
た
介

護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
と
介
護
人
材
の
確
保
・
定
着
、
健
康

づ
く
り
や
介
護
予
防
の
一
層
の
推
進
を
図
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
進
め
て
き
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
向
け
た
取

り
組
み
を
よ
り
深
化
・
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

住み慣れた地域で共に支え合い、　自分らしくチャレンジできる山形市へ

山形市版 地域包括ケア　システム※の姿

地域共生社会の実現に向けた地域　包括ケアシステムの深化・推進地域共生社会の実現に向けた地域　包括ケアシステムの深化・推進

「住み慣れた地域で安心して自らの意思で望む暮らしができている」
○多機関連携による在宅医療・介護の一体的提供
○認知症の早期発見・早期対応に向けた支援体制の構築 など

「支え合いながら安心して介護ができ仕事も続けられている」
○仕事と介護の両立に向けた相談支援 など

「必要なサービスが確保できている」
○介護人材の確保と定着、介護ロボットやICTの導入促進
○シルバー人材センター等との連携による高齢者の雇用促進 など

要介護者が住み慣れた地域で安心して
自らの意思で望む暮らしができている

本人の視点

サービス提供
体制の視点

家族の視点

介護が必要になっても住み慣れた地域で
安心して生活するためのビジョン2

・自宅で受けられるサービス
　�（訪問介護、訪問看護、通所介護、
　 定期巡回・随時対応型訪問介護看護、
　 （看護）小規模多機能型居宅介護　等）
・施設で受けられるサービス
　�（特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、
　 グループホーム　等）

・自宅
・サービス付き高齢者向け住宅
・有料老人ホーム　等

・かかりつけ医　・診療所、病院
・認知症疾患医療センター
・歯科医療
・薬局　等

地域包括支援センター

障がい分野
生活困窮分野

重層的支援　 体制重層的支援　 体制
「山形市高齢者保健福祉計画（第９期
介護保険事業計画）」の内容等詳しくは、
市ホームページをご覧ください。

支援や介護が支援や介護が
必要になったら…必要になったら…

介護等の相談、サービスの調整

医療と介護の連携
（在宅療養・人生会議の普及啓発）

●地域包括支援センター、ケアマネジャー
●福祉まるごと相談員　等

●在宅医療・介護連携室「ポピー」

認知症の方への支援
●おれんじサポートチーム
　 認知症初期集中支援チーム
　 認知症地域支援推進員
●認知症サポーター
●成年後見センター　等医療

通院、
訪問診療

（ ）

日常生活圏域（市内14圏域）
（おおむね中学校区）
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住み慣れた地域で共に支え合い、　自分らしくチャレンジできる山形市へ

山形市版 地域包括ケア　システム※の姿

地域共生社会の実現に向けた地域　包括ケアシステムの深化・推進地域共生社会の実現に向けた地域　包括ケアシステムの深化・推進

山形市が進める介護予防って？山形市が進める介護予防って？

健康づくりでSUKSK（スク
スク）生活は知ってるけど、
山形市の介護予防ってどん
なことするベニ？

ヒアリングフレイルの早期発見・
早期対応をする「聴こえくっきり事
業」、タクシーを活用した移動手段
のモデル事業など、いろんな介護
予防の取り組みをしてるベニね！

健康づくりや介護予防は、大人も子ども
もみんな大切ベニ！
みんなで一緒に取り組むベニ！

「高齢者が住み慣れた地域の中で生き生きと暮らしている」
○元気あっぷ教室の利用促進
○閉じこもりを防止するための介護予防事業の実施 など

「高齢者が社会の中で役割を持って活動的に暮らしている」
○住民主体の通いの場の活動継続への支援
○�地域活動やボランティアへの参加、老人クラブ活動、
　就労等への支援 など

高齢者が自らの能力を生かしながら、住み慣れた地域で
支え合い、生き生きとした暮らしができている

社会参加の視点

介護予防・生活
支援の視点

＜元気あっぷ教室の様子＞

健やかに生きがいを持って
生活するためのビジョン1

基本
理念

※�多様な関係者が連携・協働し、住まい、医療、介護、
介護予防・生活支援、自立した日常生活の支援が、
住み慣れた地域で提供される仕組み

・自治会　　　・地区社協　　　・福祉協力員　・民生委員
・老人クラブ　・ボランティア　・民間企業
・元気あっぷ教室（通所Ｃ）　　 ・通いの場
・地域支え合いボランティア　　・NPO団体　等

・自宅
・サービス付き高齢者向け住宅
・有料老人ホーム　等

地域包括支援センター

障がい分野
子ども分野 重層的支援　 体制重層的支援　 体制

介護予防・生活支援

介護

住まい

連携・協働

いきいき百歳体操や、介護
予防教室で筋力アップの運
動や栄養とお口の健康につ
いて、学ぶベニ。

町内会、ボランティア、老人
クラブなどに参加して社会の
中で役割を持つことも介護予
防のひとつです。

1

3

2

4

介護保険料にも
関係するのかな？

次ページに保険料のことが載ってるよ。

高齢者の自立支援に
向けた地域づくり

●地域ケア会議
●生活支援コーディネーター
●地域包括支援センター　等

担い手として
の参加も

 S…食事
U…運動
 K…休養
 S…社会
 K…禁煙・受動喫煙防止

山形市高齢者保健福祉計画（第９期介護保険事業計画）を策定しました。

9 2024.5.1



❶ 地域包括支援センターによる支援体制の充実 ❷ 介護予防・生活支援・地域づくりの推進

⃝�専門職、事務職等の適正な人員体制による地域包括支
援センターの充実
⃝�介護者のための相談支援の強化
⃝��介護、障がい福祉、子育て、生活困窮等の重層的な支
援体制の構築　　　　　　　　　　　　　　　　   等

❸ 医療と介護の連携推進

⃝�切れ目のない在宅医療・介護の提供体制の構築
⃝�さまざまな機会を捉えた在宅療養と人生会議の普及
啓発
⃝��「ポピーねっとやまがた」による情報共有の円滑化
⃝��みとり、認知症、災害等のさまざまな場面での多職種
チーム支援の推進　　　　　　　　　　　　　　   等

❺ 介護現場の革新

⃝�介護人材の定着・離職防止に向けたハラスメント対策
の推進
⃝�生産性向上による業務効率化と質の向上
⃝��手続きのデジタル化など事業所の事務負担軽減や介護
事業所等の安全性確保とリスクマネジメントの推進  等

❼ 権利擁護の推進

⃝��成年後見制度の利用促進に向けた中核機関を中心と
した地域連携ネットワークの強化
⃝��多機関連携による高齢者虐待への早期対応
⃝�リーフレット、ホームページ、SNS等を活用した効率的
な普及啓発　　　　　　　　　　　　　　　　　   等

❶ 要介護認定体制の確保

⃝��認定調査の委託拡充など調査体制の強化
⃝��ICTを活用したリモートでの介護認定審査会の実施
⃝総合的な相談対応の実施　　　　　　　　　　　等

❸ 保険料の公平化

⃝��負担能力に応じた所得段階別保険料の設定
⃝保険料の収入率の向上
　（コンビニ・キャッシュレス納付の利用促進 等）

⃝��社会参加・健康づくりの推進（シルバー人材センタ
ー、老人クラブ活動、SUKSK（スクスク）生活の実践、
足の健康）
⃝�聴こえの改善等による介護予防・認知症予防の推進
⃝�情報の見える化による支援のマッチング　　　　  等

❹ 認知症施策の総合的な推進

⃝��認知症サポーターの養成とサポーターの具体的な支
援活動の推進
⃝��早期発見・早期対応に向けた認知症医療ネットワーク
の推進
⃝�見守り体制や捜索ネットワークの構築
⃝��本人ミーティングの開催と本人の意思を認知症施策
につなげる取り組みの推進　　　　　　　　　　   等

❻ 介護サービスの基盤整備と高齢者向け住まいの確保

⃝��認知症高齢者グループホーム18床、定期巡回・随時
対応型訪問介護看護１事業所を整備
⃝�市有施設における介護サービス提供体制の在り方検
討
⃝�指導監督等による介護サービスの質の向上　　  　等

❽ 安全・安心な暮らしができる環境づくり

⃝�高齢者のニーズに応じた多様な移動手段の確保
⃝��地域関係者、介護事業者、民間企業を含めた見守り・
声掛けの推進
⃝��個別避難計画の作成促進と、地域関係者、市民への周
知を強化　　　　　　　　　　　　　　　　　  　等

❷ 介護給付の適正化（介護給付適正化計画）

⃝�国の主要３事業等（要介護認定の適正化、ケアプラン
等の点検 等）の推進
⃝指導監督の適切な実施　　　　　  　　　　　　　等

❹ 利用者負担の公平化

⃝�負担能力に応じた介護サービス利用者負担割合の適
正な判定
⃝利用者負担軽減制度等の利用促進

Ⅱ　介護保険制度の運営

Ⅰ　地域包括ケアシステムの深化・推進

施策の展開
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保険給付費等の見込み額

65歳以上の方（第１号被保険者）の介護保険料

　「保険料基準額」は、各所得段階の保険料を定める基準となるものであり、所得段階が第５段階の保険料を基準額とし、
３年ごとに見直します。
　第９期計画における保険給付費は、緩やかに上昇していくことを見込んでいますが、介護給付基金から約６億4,900
万円を取り崩し、保険料上昇の抑制に充当することにより、令和６年度からの第９期介護保険事業計画の「保険料の基
準額」を第８期と同額に据え置きました。
　所得段階設定や所得段階ごとの乗率については、国の標準段階および標準乗率の見直しを踏まえて、国の標準と同じ
く13段階に設定し、乗率についても第4段階を除き国の標準と同じく設定しました。第4段階については、第８期計画
から引き続き国標準の0.9から0.85に軽減しています。

　第９期介護保険事業計画（令和６年度～８年度）における介護サービス
に要する給付費等の事業費用は、高齢化の進展や介護報酬改定により増加
するものの、介護予防等の取り組みの推進により、緩やかに増加していく
ことを見込んでいます。

SUKSK生活や介護予防を山形市の
みんなで一緒に取り組むことで、
保険給付費等や保険料が増えるこ
とを抑えることができるベニ！

令和６年度 令和７年度 令和８年度

約233億円 約234億８千万円 約236億２千万円

給付費等の費用見込み額
（総額　約704億円）

保険料の基準額

（年額） ＝69,600円
（月額換算5,800円）

山形市の保険給付費等のうち
65歳以上の方の負担分

山形市の65歳以上の方の人数

対象となる方の区分 所得段階
（乗率）

保険料 第8期の保険料
との比較（年額）年額 月額

生活保護受給者
第１段階

（基準額×0.285） 19,800円 1,650円 1,000円の
引き下げ

本
人
住
民
税
非
課
税

世
帯

住
民
税
非
課
税

老齢福祉年金受給者

本人の前年中の公的年金等
収入金額とその他の合計所
得金額の合計額が

80万円以下の方
80万円を超え
120万円以下の方

第２段階
（基準額×0.485） 33,700円 2,809円 1,100円の

引き下げ第１段階、第２段階に該当しない方 第３段階
（基準額×0.685） 47,600円 3,967円

世
帯

住
民
税
課
税

本人の前年中の公的年金等
収入金額とその他の合計所
得金額の合計額が

80万円以下の方 第４段階
（基準額×0.85） 59,100円 4,925円

同額に
据え置き

80万円を超える方 第５段階
基準額 69,600円 5,800円

本
人
住
民
税
課
税

本人の前年中の合計所得金
額が

120万円未満の方 第６段階
（基準額×1.2） 83,500円 6,959円

120万円以上
210万円未満の方

第７段階
（基準額×1.3） 90,400円 7,534円

210万円以上
320万円未満の方

第８段階
（基準額×1.5） 104,400円 8,700円

320万円以上
420万円未満の方

第９段階
（基準額×1.7） 118,300円 9,859円

420万円以上
520万円未満の方

第10段階
（基準額×1.9） 132,200円 11,017円 7,000円の

引き上げ
520万円以上
620万円未満の方

第11段階
（基準額×2.1） 146,100円 12,175円 13,900円の

引き上げ
620万円以上
720万円未満の方

第12段階
（基準額×2.3） 160,000円 13,334円 27,800円の

引き上げ

720万円以上の方 第13段階
（基準額×2.4） 167,000円 13,917円 34,800円の

引き上げ
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を
通
し
て
、「
原
爆
の
悲
惨
さ
を
改
め
て
感

じ
た
。
同
世
代
に
も
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
怜
生
さ
ん
。
作
成
し

た
記
事
は
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
本
年

度
の
事
業
募
集
は
Ｐ
．
17
へ
。

　

４
月
14
日
に
行
わ
れ
た
山
形
城
Ｖ
Ｒ
ツ

ア
ー
で
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
山
形
城
を
再

現
し
た
Ｖ
Ｒ
・
Ａ
Ｒ
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
霞
城
公
園
内
の
ス
ポ
ッ
ト
に
行
き
、

専
用
ア
プ
リ
を
利
用
す
る
こ
と
で
誰
で
も
体

験
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
来
園
く
だ
さ
い
。

霞
城
公
園 

さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
へ

　
４
月
８
日
か
ら
霞
城
観
桜
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
霞
城
公
園
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
４
月

13
日
・
14
日
に
開
催
さ
れ
た
山
め
ん
寒
ざ
ら

し
そ
ば
賞
味
会
や
風
流
花
見
流
し
な
ど
、
春

の
訪
れ
を
感
じ
よ
う
と
、
多
く
の
家
族
連
れ

や
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
東
北
の
自
然
豊
か
な
環
境
に
憧
れ
、
山
形

市
で
活
動
で
き
る
こ
と
に
喜
び
の
表
情
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
、
郷
土
館
を
中
心
に
山
形
市
に

残
さ
れ
た
貴
重
な
文
化
財
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

　
市
で
は
３
人
目
の「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

に
、
伊
藤
な
つ
み
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
伊
藤
さ
ん
は
、
千
葉
県
出
身
。
芸
術
大
学

で
培
っ
た
経
験
や
学
芸
員
の
資
格
を
生
か
せ

る
と
思
い
、
文
化
財
保
存
活
用
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
に
応
募
し
た
と
の
こ
と
。

文
化
財
の
魅
力
発
信
を
強
化

▲�長崎市で被爆者を取材する様子

　
核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
る
日
本
非
核
宣
言
自

治
体
協
議
会
が
主
催
す
る
「
親
子
記
者
事
業
」

に
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
参
加
し
た
土

橋
怜
生
さ
ん
と
明
晃
さ
ん
が
、
３
月
25
日
に

長
崎
市
で
の
活
動
を
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
被
爆
者
へ
の
取
材
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

次
世
代
の
平
和
の
担
い
手
に
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山
形
人
権
擁
護

　
　
　委
員
会
会
長

ク
ロ
ー
ズア
ッ
フ

自分たちの手で
　　双葉地区を元気に

黒
沼 

忠
良
さ
ん
、
黒
沼 

正
良
さ
ん

山
口 

久
夫
さ
ん
、
高
野 

勇
吉
さ
ん

高
野 

政
義
さ
ん
、
瀬
野 
睦
昭
さ
ん

元
双
葉
小
学
校
管
理
委
員
会

た
か

　の

　
ま
さ
よ
し

や
ま
ぐ
ち

　ひ
さ

　お

た
か

　の

　
ゆ
う
き
ち

く
ろ
ぬ
ま

　ま
さ
よ
し

く
ろ
ぬ
ま

　た
だ
よ
し

せ

　の

　む
つ
あ
き

双葉がっこそば
▪時 �５月26日㈰
　　午前11時30分～午後１時
▪所 元双葉小学校（大字門伝）
▪費 800円
▪対 先着50人
▪申 �５月７日午前９時から、申し
込みフォームまたは電話で西
山形コミュニティセンター（☎
643-3104）へ

▲�写真上段左から高野（政）さん、山口さん、黒沼（忠）さん、
　下段左から瀬野さん、高野（勇）さん、黒沼（正）さん
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山
形
市
の
西
部
、
双
葉
地
区
に
あ
る
旧
双

葉
小
学
校
。
平
成
24
年
３
月
に
廃
校
に
な
っ

て
以
来
、
地
区
へ
の
交
流
人
口
を
拡
大
し
よ

う
と
地
元
の
人
た
ち
が
学
校
の
利
活
用
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
毎
月
第
４

日
曜
日
に
、
地
元
の
有
志
が
手
打
ち
そ
ば
を

提
供
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
双
葉
が
っ
こ
そ
ば
」

を
開
催
し
、
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
「
元
双
葉
小
学
校
管
理
委
員
会
」

の
皆
さ
ん
に
、
双
葉
が
っ
こ
そ
ば
を
始
め
た

き
っ
か
け
や
思
い
を
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
旧
双
葉
小
学
校
は
、
市
内
で
唯
一
の
廃

校
で
す
。
廃
校
に
な
る
年
に
は
７
人
い
た

児
童
も
そ
の
翌
年
か
ら
徐
々
に
減
っ
て
い

き
、
双
葉
地
区
は
子
ど
も
の
い
な
い
地
区

に
様
変
わ
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
地
域
を
な
ん
と
か
し
な
く
て
は
と
思
い
、

地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
校
舎
の
利
活
用

を
市
と
一
緒
に
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
初

め
は
、
校
舎
を
利
活
用
し
て
く
れ
る
事
業

者
を
探
そ
う
と
内
覧
会
な
ど
を
行
い
ま
し

た
が
、
事
業
者
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
そ
の
後
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
か

ら
利
活
用
を
始
め
よ
う
と
、
地
元
の
有
志

で
話
し
合
い
、
昔
か
ら
そ
ば
打
ち
に
取
り

組
ん
で
き
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
地
元
の
そ
ば
打
ち
名
人
を
中
心
に
、
そ

ば
道
場
を
作
ろ
う
と
話
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
始
め
は
、
そ
ば
打
ち
体
験
の
イ
ベ
ン

ト
を
定
期
的
に
開
催
し
、
参
加
者
か
ら
の

意
見
を
も
と
に
改
善
を
重
ね
、
令
和
５
年

６
月
に
「
双
葉
が
っ
こ
そ
ば
」
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
使
用
す
る
そ
ば
粉
は
双
葉

地
区
で
と
れ
た
そ
ば
を
使
用
し
、
営
業
日

の
前
日
に
そ
ば
の
実
を
石
臼
で
ひ
い
て
い

ま
す
。「
ひ
き
た
て
」「
打
ち
た
て
」「
ゆ

で
た
て
」
の
自
慢
の
そ
ば
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　
「
双
葉
が
っ
こ
そ
ば
」
を
き
っ
か
け
に
、

双
葉
地
区
に
来
て
く
れ
る
人
が
増
え
て
き

ま
し
た
。

　
今
後
は
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
双

葉
地
区
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

旧
双
葉
小
学
校
を
起
点
と
し
た
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
促
進
、
体
育
館

を
広
く
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
環

境
整
備
を
行
い
、
体
を
動
か
す
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
中
心
と
し
た
利
活
用
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　

双
葉
地
区
で
行
う
催
し
『
市
制
施
行

１
３
５
周
年
記
念
事
業
「
ふ
た
ば
農
園
」

で
じ
ゃ
が
芋
や
大
根
を
作
ろ
う
』
は
Ｐ
．
18

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



▪申
５
月
１
日
～
31
日
に
、
市
役
所
１
階
保
育

育
成
課
窓
口
ま
た
は
郵
送
で

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪問
保
育
育
成
課
（
☎
内
線
５
５
４
）

結婚新生活の支援
　結婚して新生活を始めるご夫婦の住居費やリフォー
ム費用、引っ越し費用を補助します！
▪対 令和６年１月１日～令和７年３月31日に結婚また
は結婚予定の方

　　〈住所要件〉�対象の住宅が市内にあり、住民登録の
上居住していること

　　〈年齢要件〉婚姻日において夫婦ともに39歳以下
　　〈所得要件〉�夫婦の所得の合計が500万円未満 等
　　〈対象経費〉�結婚に伴い、令和６年４月１日～令和

７年３月31日に支払った次の費用▲

住居費
　・�住宅取得費用（建物の購入費、新築の場合の工事
請負費）

　・�住宅賃借費用（賃料、敷金、礼金、共益費、仲介
手数料）▲

リフォーム費用（修繕、増設、改築等の工事請負費）▲ �

引っ越し費用（引っ越し業者または運送業者に支払
った費用）
▪内〈補助金額〉上限60万円
▪申 �６月13日～12月２日に、申込書類を市役所４階企
画調整課へ

※�対象世帯の要件や提出書類など詳しくは、
市ホームページをご覧ください。
▪問 企画調整課　☎内線223

育
児
休
業
復
帰
者
対
象 

保
育
利
用
予
約

▪時
〈
入
所
日
〉
８
月
１
日
～
令
和
７
年
３
月

31
日
（
慣
ら
し
保
育
可
）

▪対
・�

子
ど
も
が
１
歳
に
達
す
る
日
ま
で
育
児

休
業
を
取
得
し
、
育
児
休
業
終
了
後
に

保
育
所
の
利
用
を
希
望
す
る
方

　
　
・�

出
産
を
機
に
退
職
し
た
後
、
子
ど
も
が

満
１
歳
を
迎
え
て
か
ら
再
就
職
（
求
職

活
動
中
も
含
む
）
の
た
め
に
保
育
所
の

利
用
を
希
望
す
る
方

　
　
〈
対
象
施
設
〉
認
可
保
育
施
設
で
、
入
所

予
約
が
可
能
な
施
設

ご
案
内

精
神
障
が
い
者
が
利
用
で
き
る
福
祉
制

度
の
説
明
会

▪時
５
月
17
日
㈮
午
前
10
時
～
11
時

▪所
市
役
所
10
階
１
０
０
１
会
議
室

▪対
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
等
先

着
20
人
程
度

▪申
５
月
14
日
ま
で
に
、
電
話
で
障
が
い
福
祉

課
へ

▪問
障
が
い
福
祉
課
（
☎
内
線
５
８
０
）

24
時
間
健
康
・
医
療
相
談
サ
ー
ビ
ス

▪内
〈
電
話
番
号
〉
０
１
２
０－

０
２
３－

６
６
０

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪問
消
防
本
部
通
信
指
令
課
（
☎
６
３
４－

１
１
９
８
）

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
解
消
推
進

の
取
り
組
み

　
「
山
形
市
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解

消
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
各
種

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
の

取
り
組
み
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪問
障
が
い
福
祉
課
（
☎
内
線
３
９
７
）

エ
コ
・
サ
マ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン

　
市
役
所
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の
増
え
る

夏
の
取
り
組
み
と
し
て
、
冷
房
使
用
時
の
室
内

温
度
を
28
℃
に
設
定
し
、
上
着
と
ネ
ク
タ
イ
を

外
し
て
業
務
を
行
う
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
事
業
者
・
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
暑
さ
に
適
し
た
服
装
の
推
進
な
ど
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▪時
10
月
31
日
㈭
ま
で

▪問
環
境
課
（
☎
内
線
６
７
９
）

水
道
メ
ー
タ
ー
取
り
換
え
（
５
月
分
）

▪内
松
山
３
丁
目
、大
字
中
野
目
、大
字
渋
江
、

薬
師
町
２
丁
目
、
大
字
灰
塚

▪問
上
下
水
道
部
業
務
課
（
☎
６
４
５－

１
１
７
７
）

５
月
５
日
～
11
日
は
「
こ
ど
も
ま
ん
な

か
児
童
福
祉
週
間
」

令
和
６
年
度 

標
語
「
す
き
な
こ
と 

ど
ん
ど
ん

ふ
や
し
て 

お
お
き
く
な
あ
れ
」

　
児
童
福
祉
の
理
念
の
普
及
・
啓
発
の
た
め
、

子
育
て
支
援
情
報
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

▪時
・
▪所
５
月
７
日
㈫
～
10
日
㈮
・
べ
に
っ
こ

ひ
ろ
ば

　
　
５
月
13
日
㈪
～
17
日
㈮
・
市
役
所
１
階
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

　
　
５
月
20
日
㈪
～
24
日
㈮
・
シ
ェ
ル
タ
ー
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
プ
レ
イ
ス 

コ
パ
ル　

▪問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
☎
内
線
３
６
８
）

▪時 とき　▪所 ところ　▪内 内容　▪講 講師等　▪対 対象・定員　▪費 費用（無料は記載なし）　▪持 持ち物　▪申 申し込み（不要は記載なし）　▪問 問い合わせ
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山形市からの
お知らせ

山形市役所
〒990-8540 旅篭町二丁目3番25号

☎641-1212（代表）



▪内〈応募条件〉山形市、上山市、山辺町の行政区域内
で、以下のいずれも満たしている場所

　　・�おおむね4.0haの用地が確保できること
　　・�山形市役所、上山市役所、山辺町役場それぞれ

から自動車でおおむね30分圏内であること
　　・�応募する土地の地権者から、斎場建設用地とす

ることに同意が得られる見込みがあること
　　・�応募する土地が所在する自治会等から、斎場建

設用地とすることに同意が得られる見込みがあ
ること

　　・��暴力団員による不法な行為の防止に関する法律

（平成３年法律第77号）に規定する暴力団また
は暴力団員が所有する土地でないことおよび本
公募を開始した時点以降に暴力団員等から所有
権が移転した土地でないこと

　　〈応募資格〉�建設候補地の代表者（自治会等の長）、
建設候補地の土地所有者（個人・法人
を問わない）

▪持 応募申込書、建設候補地位置図

▪申 ５月20日～７月19日
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。

▪問 新斎場整備推進室　☎内線242

結
婚
相
談
会
～
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

▪時
５
月
26
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午

▪所
霞
城
公
民
館
２
階
研
修
室
１
Ａ
Ｂ

▪対
結
婚
を
望
む
方
や
そ
の
家
族
等
10
人
程
度

※
仲
人
さ
ん
も
随
時
募
集
中
で
す
。

▪申
事
前
に
電
話
で
企
画
調
整
課
へ

▪問
企
画
調
整
課
（
☎
内
線
２
２
３
）

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

ポ
イ
ン
ト
対
象

市
制
施
行
１
３
５
周
年
記
念
事
業

第
50
回
蔵
王
山
ク
リ
ー
ン
作
戦

▪時
６
月
１
日
㈯
午
前
８
時
30
分
～
正
午
ご
ろ

▪所
蔵
王
山
一
帯
（
現
地
集
合
、
現
地
解
散
）

▪対
先
着
30
人

▪申
５
月
７
日
か
ら
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
電
話
で
環
境
課
へ

▪問
環
境
課
（
☎
内
線
６
８
３
）

２市１町（山形市・上山市・山辺町）による

新広域斎場の建設候補地募集
　山形市斎場と上山市経塚斎場は竣

しゅん
工
こう
後40年以上が経過し、施設・設備の老朽化、火葬需要の増加への対応など

課題が生じています。これらの課題に対応し、将来にわたり安定的に火葬業務を提供するため、２市１町の広域連
携により、新広域斎場の建設に向け検討を進めています。建設用地の選定には、住民の皆さんのご理解とご協力が
大変重要です。ご応募お待ちしています。

シ
ス
テ
ム
更
新
に
伴
う
市
立
図
書
館
の
休
館

　
市
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
か
ら
の
蔵
書
検
索
・
予
約
申
し
込
み
も
停

止
し
ま
す
。

補　
助

▪時
５
月
13
日
㈪
～
31
日
㈮

※
本
館
の
み
、
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５

時
は
新
聞
・
雑
誌
の
閲
覧
が
可
能
で
す
（
５

月
13
日
除
く
）。

▪問
市
立
図
書
館
（
☎
６
２
４－

０
８
２
２
）

譲
渡
前
講
習
会

　
わ
ん
に
ゃ
ん
ポ
ー
ト
の
犬
・
猫
を
迎
え
た
い
方

は
、事
前
に
譲
渡
前
講
習
会
の
受
講
が
必
要
で
す
。

▪時
５
月
12
日
㈰
、
６
月
12
日
㈬
、
７
月
12
日

㈮
午
前
10
時
～
（
１
時
間
程
度
）

▪所
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ル
ー
ム

▪問
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー(

☎
６
８
１－

１
２
１
０
）

環
境
課
の
補
助

▪問
☎
内
線
６
８
２

◆
家
庭
用
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
購
入
費
の
補
助

▪内
〈
補
助
額
〉
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

（
上
限
２
万
円
）

▪対
受
付
期
間
に
、
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
を
購
入
・

設
置
し
た
方
先
着
１
０
０
人

▪申
５
月
15
日
～
９
月
30
日

◆
建
築
物
遮
熱
・
断
熱
対
策
費
用
の
補
助

▪内
〈
補
助
額
〉
補
助
対
象
経
費
の
４
分
の
１

（
上
限
20
万
円
）

▪対
市
内
に
本
店
ま
た
は
支
店
等
を
有
す
る
事

業
者
・
社
会
福
祉
法
人
・
学
校
法
人
・
医

療
法
人
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等

　
　
〈
対
象
設
備
〉
屋
上
・
屋
根
・
窓
・
ガ
ラ
ス
・

そ
の
他
建
築
物
に
対
す
る
遮
熱
・
断
熱
対
策

▪申
５
月
15
日
～
８
月
30
日
（
先
着
順
）

▪申
必
要
書
類
を
直
接
環
境
課
へ

※
い
ず
れ
も
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

山形市からのお知らせ
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②
運
転
免
許
証
の
取
消
通
知
書
を
持
参
の
上
、

市
役
所
２
階
長
寿
支
援
課
27
番
窓
口
へ

※
②
を
選
ん
だ
場
合
、
山
形
市
シ
ル
バ
ー
３
カ

月
定
期
券
（
自
己
負
担
額
有
り
）
と
の
併
用

が
可
能
で
す
。

◆
高
齢
者
へ
の
外
出
支
援

▪所
山
交
ビ
ル
１
階
山
交
バ
ス
案
内
セ
ン
タ
ー

▪内
山
交
バ
ス
が
販
売
す
る
「
山
形
市
シ
ル
バ

ー
３
カ
月
定
期
券
」
の
購
入
支
援

　
　
〈
自
己
負
担
額
〉
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の

方
９
千
円
。
75
歳
以
上
の
方
６
千
円

※
新
規
購
入
時
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
デ
ポ
ジ
ッ

ト
（
預
か
り
保
証
金
）
と
し
て
５
０
０
円
が

別
途
必
要
で
す
。

※
山
形
市
内
は
乗
り
放
題
と
な
り
ま
す
。

▪持
身
分
証
明
書
、
自
己
負
担
額

◆
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
費
の
助
成

▪対
〈
対
象
工
事
〉
高
齢
者
、
障
が
い
者
等
に

適
す
る
住
宅
改
修

※
対
象
世
帯
等
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪申
６
月
３
日
～
21
日
に
、
申
請
書
類
を
市
役

所
２
階
長
寿
支
援
課
へ

小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等 

日
常
生
活
用
具
給
付

▪対
身
体
障
が
い
者
手
帳
に
よ
る
日
常
生
活
用

具
給
付
の
対
象
と
な
ら
な
い
小
児
慢
性
特

定
疾
病
医
療
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て

い
る
18
歳
未
満
の
方
（
医
師
等
の
決
定
に

よ
り
20
歳
未
満
の
方
）

野草園 ５月のおすすめ植物

ミヤマカスミザクラ（上旬）

サルメンエビネ（中旬～下旬）

世界で野草園でしか見るこ
とができない桜です。

黄色と赤の花弁を猿の顔に
見立てました。

クマガイソウ（中旬～下旬）

クリンソウ（中旬～６月中旬）

杉林に群生する不思議な形
の花です。

日本のサクラソウの仲間で
は最も背丈が高いようです。

ホームページ インスタグラム

▲ �最新の開花情報を
チェック！

▪問 ☎634-4120

長
寿
支
援
課
の
補
助

▪問
☎
内
線
５
６
６

◆
運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
へ
の
外
出
支
援

▪内
〈
支
援
内
容
〉
①
山
交
バ
ス
で
販
売
す
る

「
山
形
市
シ
ル
バ
ー
３
カ
月
定
期
券
」（
１

年
間
分
。
１
回
限
り
）
ま
た
は

　
　
②
タ
ク
シ
ー
券（
２
万
円
分
。
１
回
限
り
）

▪対
①
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
、
定
期

券
の
使
用
開
始
日
時
点
で
70
歳
以
上
の
方

　
　
②
１
年
以
内
に
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

し
た
70
歳
以
上
の
方

▪持
①
運
転
経
歴
証
明
書
ま
た
は
運
転
免
許
証
の

取
消
通
知
書
、
身
分
証
明
書
を
持
参
の
上
、

山
交
ビ
ル
１
階
山
交
バ
ス
案
内
セ
ン
タ
ー
へ

奨
学
金
の
返
還
支
援

　
学
生
が
県
内
に
就
職
し
、
市
内
に
定
住
し
た

場
合
に
、
奨
学
金
の
返
還
を
支
援
し
ま
す
。

▪内
〈
支
援
額
〉
２
万
６
千
円
×
令
和
６
年
４

月
以
降
の
奨
学
金
貸
与
月
数

▪対
〈
対
象
奨
学
金
〉
日
本
学
生
支
援
機
構
第

一
種
奨
学
金

　
　
〈
募
集
人
数
〉
県
全
体
で
２
３
０
人

▪申
５
月
20
日
～
６
月
28
日
（
必
着
）
に
、
郵

送
ま
た
は
直
接
学
校
教
育
課
へ

※
応
募
要
件
や
申
し
込
み
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪問
学
校
教
育
課
（
☎
内
線
６
１
３
）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助（
市
補
助
第
１
回
）

▪内
〈
補
助
額
〉工
事
費
の
50
％（
上
限
20
万
円
）

▪対
〈
対
象
者
〉
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
住
宅
に
居

住
し
て
い
て
、
前
年
の
所
得
額
が
４
０
０
万

円
以
下
の
方

　
　
〈
対
象
工
事
〉
５
万
円
以
上
で
、
着
手
前

貨
物
運
送
事
業
者
へ
の
給
付
金

▪内
〈
給
付
額
〉

　
　
・�

一
般
ま
た
は
特
定
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
（
緑
ナ
ン
バ
ー
登
録
車
両
）
１
台
当

た
り
５
万
円

　
　
・�

貨
物
軽
自
動
車
運
送
事
業
（
黒
ナ
ン
バ

ー
登
録
車
両
）
１
台
当
た
り
７
千
円

▪申
５
月
29
日
ま
で
に
、
申
請
書
を
産
業
政
策
課
へ

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪問
産
業
政
策
課
（
☎
内
線
４
１
６
）

の
住
宅
内
外
の
修
繕
工
事
等

▪申
５
月
27
日
～
31
日
に
、
見
積
書
、
リ
フ
ォ
ー

ム
計
画
図
、
住
宅
の
平
面
図
の
写
し
を
持
参

の
上
、
市
役
所
８
階
８
０
２
会
議
室
へ

※
工
事
施
工
者
は
、
県
内
に
本
店
を
有
し
、
市

内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人・個
人
事
業
主
。

※
応
募
が
予
算
額
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪問
建
築
指
導
課
（
☎
内
線
４
７
６
）

▪時 とき　▪所 ところ　▪内 内容　▪講 講師等　▪対 対象・定員　▪費 費用（無料は記載なし）　▪持 持ち物　▪申 申し込み（不要は記載なし）　▪問 問い合わせ
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▪申
５
月
31
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
参
加
申
込

書
を
記
入
の
上
、音
源
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、Ｃ
Ｄ
、

Ｍ
Ｄ
等
）
を
添
え
て
、
郵
送
ま

た
は
直
接
市
民
会
館
へ

◆
や
ま
が
た
文
学
祭
「
山
形
を
童
話
の
里
に
」

児
童
文
学
作
品
募
集

▪内�

幼
年
～
小
学
６
年
生
を
対
象
に
し
た
作
品

　
　
（
２
４
０
０
字
以
内
で
未
発
表
の
も
の
）

▪対
県
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▪申
７
月
31
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
方
は
本
名
も
）、電
話
番
号
、

年
齢
（
学
年
、
学
校
名
）
を
記
入
の
上
、
市

民
会
館
へ
（
直
接
の
持
ち
込
み
も
可
）

市
職
員
採
用
試
験

（
令
和
７
年
４
月
１
日
付
採
用
予
定
）

◆
上
級
職
採
用
試
験

　
〈
試
験
区
分
〉
行
政
（
障
が
い
者
対
象
、
社
会

人
経
験
者
、
特
別
選
考
を
含
む
）、
土
木
（
社
会
人

経
験
者
を
含
む
）、
電
気
、
建
築
、
機
械
、
林
業

▪時
〈
試
験
日
〉
６
月
16
日
㈰

▪所
〈
試
験
会
場
〉
山
形
市
役
所
ほ
か

▪内
〈
募
集
人
数
〉
行
政
20
人
程
度
、
土
木
５

人
程
度
、
他
区
分
若
干
名

▪対
〈
年
齢
要
件
〉
平
成
２
年
４
月
２
日
～
平

成
15
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方
。
社
会

人
経
験
者
は
昭
和
60
年
４
月
２
日
～
平
成

９
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方
。

▪申
５
月
７
日
～
31
日

※
行
政
（
社
会
人
経
験
者
・
特
別
選
考
）
は
試

験
日
程
等
が
異
な
り
ま
す
。

◆
医
療
職
採
用
試
験

　
〈
試
験
区
分
〉
薬
剤
師
（
病
院
業
務
）、
看
護

師
、
臨
床
検
査
技
師
、
臨
床
工
学
技
士

▪時
〈
試
験
日
〉
６
月
23
日
㈰

▪所
〈
試
験
会
場
〉
市
立
病
院
済
生
館

募　
集

▪内
〈
募
集
人
数
〉
薬
剤
師
（
病
院
業
務
）
２

人
程
度
、
看
護
師
20
人
程
度
、
臨
床
検
査

技
師
２
人
程
度
、
臨
床
工
学
技
士
若
干
名

▪対
〈
年
齢
要
件
〉
薬
剤
師
（
病
院
業
務
）
は
平

成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
。
看

護
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
臨
床
工
学
技
士
は

昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
。

　
　
〈
資
格
要
件
〉
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
の
免
許・

資
格
を
有
す
る
方
、
令
和
７
年
５
月
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
方

▪申
５
月
７
日
～
31
日

◆
採
用
試
験
等
の
お
知
ら
せ

・�
受
験
要
件
、
申
し
込
み
方
法
等
は
、
必
ず
受

験
案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

採
用
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
実
施
等
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▪問
職
員
課（
☎
内
線
２
６
６
）／
済
生
館（
☎

６
２
５－

５
５
５
５
）

市
民
会
館
の
募
集

▪問
☎
６
４
２－

３
１
２
１

　
　
〒
９
９
０－

０
０
３
９
香
澄
町
２－

９－

45

◆
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
「
ポ
ッ
プ
ス
の
部
」
参
加

者
募
集

▪時
・
▪内
７
月
20
日
㈯
午
後
５
時
～
前
夜
祭
、

７
月
21
日
㈰
正
午
～
一
般
公
募
コ
ン
サ
ー
ト

▪対
15
団
体
程
度
（
プ
ロ
、
ア
マ
チ
ュ
ア
を
問

わ
ず
）

▪費
千
円

▪申
市
役
所
２
階
障
が
い
福
祉
課
へ

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪問
障
が
い
福
祉
課
（
☎
内
線
５
４
９
）

ド
キ
ュ
山
ユ
ー
ス
メ
ン
バ
ー
募
集
中
！

　
映
画
や
イ
ベ
ン
ト
が
好
き
な
方
、
国
際
交
流
に

興
味
の
あ
る
方
、
大
歓
迎
で
す
！

▪対
高
校
生

※
詳
し
く
は
、
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
祭
事
務
局
（
☎
６
６
６－

４
４
８
０
）
へ
。

▪問
文
化
創
造
都
市
課
（
☎
内
線
７
７
７
）

親
子
記
者
事
業

▪時
８
月
８
日
㈭
～
11
日
（
日
・
祝
）

▪所
長
崎
県
長
崎
市
内

▪内
平
和
の
イ
ベ
ン
ト
や
平
和
活
動
に
取
り
組
む

方
を
取
材
し
、記
事
を
作
成（
事
前
課
題
有
り
）

▪対
小
学
４
～
６
年
生
の
児
童
と
そ
の
保
護
者

（
抽
選
）

▪申
５
月
15
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
Ｅ
メ
ー
ル

（info@
nucfreejapan.com

）
ま
た
は

郵
送
（
〒
８
５
２－

８
１
１
７
長
崎
県
長

崎
市
平
野
町
７－

８
長
崎
原
爆
資
料
館
内
）

で
日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
へ

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪問
広
報
課
（
☎
内
線
２
２
９
）

市制施行135周年記念事業
市長と行く台南市への市民訪問団参加者募集

　本市の友好都市である台南市を広く市民の皆さまに知っていただき、さら
なる友好親善を図るため、市長を団長に台南市に市民訪問団を派遣します。
▪時 ７月３日㈬～７日㈰（４泊５日）
▪対 先着30人
▪費 22万４千円（旅行代金。別途、燃油サーチャージ、空港税等約２万５千円）
※山形市民には奨励金３万５千円支給。
▪申 ５月１日～31日に、電話で山新観光㈱（☎622-8321）へ
※詳しくは、お問い合わせください。
▪問 市国際交流センター　☎647-2275

山形市からのお知らせ
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イ
ベ
ン
ト

ジ
ャ
バ
の
Ｇ
Ｗ
イ
ベ
ン
ト

　
工
作
の
イ
ベ
ン
ト
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
な
ど
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
５
月
５
日
は
こ
ど
も

の
日
特
別
料
金
、
入
場
料
半
額
（
大
人
２
５
０
円
、

高
校
生
１
５
０
円
、
中
学
生
以
下
１
０
０
円
）

▪時
５
月
４
日
（
土
・
祝
）
～
５
日
（
日
・
祝
）

※
詳
し
く
は
、
ジ
ャ
バ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪問
馬
見
ケ
崎
プ
ー
ル
ジ
ャ
バ
（
☎
６
３
３－

８
９
８
９
）

や
ま
が
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｑ
１
の
催
し

▪問
☎
６
１
５－

８
０
９
９

◆
Ｑ
市
マ
ル
シ
ェ

▪時
５
月
５
日（
日
・
祝
）・
19
日
㈰
午
前
11
時

～
午
後
４
時

◆
ふ
れ
あ
い
金
曜
市

▪時
５
月
17
日
㈮
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▪内
当
日
各
店
舗
で
利
用
で
き
る
「
１
０
０
円

割
引
券
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

▪対
先
着
50
人

そ
ら
の
ま
ち
マ
ル
シ
ェ
in
道
の
駅
や
ま

が
た
蔵
王

▪時
５
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

※
詳
し
く
は
、
道
の
駅
や
ま
が
た
蔵
王

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪問
公
共
交
通
課
（
☎
内
線
４
３
８
）

山
形
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
フ
ィ
ル
ム
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
金
曜
上
映
会

▪時
・
▪内
５
月
17
日
㈮

　
　
午
後
２
時
～
、
午
後
７
時
～
『
メ
ー
ク
ア

ッ
プ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
』、
午
後
３
時
40

分
～
『
イ
ラ
ン
式
離
婚
狂
想
曲
』

▪所
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
３
階

▪問
文
化
創
造
都
市
課
（
☎
内
線
７
７
７
）

市
制
施
行
１
３
５
周
年
記
念
事
業

「
ふ
た
ば
農
園
」
で
じ
ゃ
が
芋
や
大
根

を
作
ろ
う

▪時
〈
説
明
会
〉
５
月
25
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

▪所
元
双
葉
小
学
校
（
大
字
門
伝
）

▪対
先
着
20
人
（
約
８
回
の
体
験
作
業
に
参
加

可
能
な
方
）

▪費
３
千
円
（
材
料
代
、
保
険
代
、
３
回
の
そ

ば
昼
食
代
）

▪申
５
月
７
日
午
前
９
時
か
ら
、
電
話
で
元
双

葉
小
学
校
管
理
委
員
会
（
☎
０
８
０－

２
８
３
０－

２
８
６
０
）
へ

▪問
企
画
調
整
課
（
☎
内
線
２
２
１
）

５
月
の
十
日
市
「
母
の
日
カ
ー
ネ
ー
シ

ョ
ン
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

　
店
内
で
お
食
事
の
方
へ
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
（
無
く
な
り
次
第
終
了
）。

▪時
５
月
10
日
㈮

▪所
山
形
ま
る
ご
と
館 

紅
の
蔵

▪問
山
形
ま
る
ご
と
館 

紅
の
蔵
（
☎
６
７
９－

５
１
０
１
）

市
少
年
自
然
の
家
の
催
し

▪問
☎
６
４
３－

８
５
３
３

◆
わ
く
わ
く
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
プ
①

▪時
６
月
22
日
㈯
～
23
日
㈰

▪内
テ
ン
ト
泊
で
の
炊
飯
活
動
、ハ
イ
キ
ン
グ
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
等

▪対
市
内
の
小
学
３・４
年
生
30
人
程
度（
抽
選
）

▪費
２
千
円
程
度

▪申
５
月
１
日
～
26
日
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
電
話
で
市
少
年
自
然
の
家
へ

◆
市
少
年
自
然
の
家
所
長
杯 

モ
ル
ッ
ク
大
会

▪時
６
月
30
日
㈰

▪対
16
組
（
抽
選
。
３
～
５
人
で
１
チ
ー
ム
）

▪費
１
人
５
０
０
円
（
保
険
代
、
参
加
賞
代
）

▪申
５
月
１
日
～
６
月
１
日
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

山
形
花
笠
太
鼓
打
ち
手
募
集

▪時
〈
練
習
日
〉
６
月
12
日
㈬
～
８
月
４
日
㈰

午
後
７
時
～
９
時
（
日
曜
日
を
除
く
）

▪所
〈
練
習
場
所
〉
山
新
建
装
㈱
、
市
農
業
研

修
セ
ン
タ
ー
（
東
古
館
）

▪対
〈
応
募
資
格
〉
花
笠
ま
つ
り
（
８
月
５
日
～

７
日
）
に
参
加
可
能
な
高
校
生
～
30
歳
の
方

▪申
電
話
で
山
形
花
笠
太
鼓
事
務
局
（
☎
６
４
１

－

６
０
４
４
）
へ

※
詳
し
く
は
、
山
形
花
笠
太
鼓
事
務
局
へ
。

▪問
観
光
戦
略
課
（
☎
内
線
４
２
４
）

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

▪内
〈
募
集
住
宅
〉【
一
般
向
け
】
飯
田
ア
パ
ー

ト
３
Ｄ
Ｋ
（
単
身
可
）
…
１
戸
、
末
広
ア

パ
ー
ト
２
Ｄ
Ｋ（
60
歳
未
満
の
単
身
も
可
）

…
１
戸
、
飯
塚
・
北
部
・
双
葉
町
・
大
森
・

南
山
形
・
末
広
・
元
木
・
松
山
・
中
桜
田
・

南
ケ
丘
ア
パ
ー
ト
３
Ｄ
Ｋ
…
各
１
戸

　
　
【
高
齢
・
母
子
家
庭
等
へ
の
割
り
当
て
住

宅
】
大
森
ア
パ
ー
ト
２
Ｄ
Ｋ
…
１
戸

▪申
５
月
２
日
～
17
日
に
、
市
営
住
宅
管
理
セ

ン
タ
ー
（
☎
６
７
３－

０
３
０
０
）
へ

※
そ
の
他
、
随
時
申
し
込
み
で
き
る
住
宅
も
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
営
住
宅
管
理
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪問
住
宅
政
策
課
（
☎
内
線
４
７
３
）

市
立
図
書
館
の
催
し

▪問
☎
６
２
４－

０
８
２
２

◆
お
は
な
し
の
広
場

▪時
５
月
12
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～
11
時

▪対
幼
児
～
小
学
生
30
人
程
度

◆
市
民
講
座
「
山
形
五
堰 

見
ど
こ
ろ
巡
り
」

▪時
６
月
12
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▪所
市
立
図
書
館
（
集
合
・
解
散
）
～
馬
見
ケ

崎
川
～
寺
町
（
バ
ス
移
動
）

▪対
先
着
40
人

▪費
昼
食
代
は
各
自
負
担

▪申
５
月
１
日
か
ら
、
電
話
で
市
立
図
書
館
へ

▪時 とき　▪所 ところ　▪内 内容　▪講 講師等　▪対 対象・定員　▪費 費用（無料は記載なし）　▪持 持ち物　▪申 申し込み（不要は記載なし）　▪問 問い合わせ
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第
１
回
ふ
れ
あ
い
広
場
ビ
ッ
キ
の
会

▪時
６
月
１
日
㈯
午
後
１
時
～
３
時

▪所
霞
城
公
民
館

▪対
小
学
生
先
着
30
人

▪費
１
０
０
円

▪申
５
月
28
日
ま
で
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

▪問
社
会
教
育
青
少
年
課
（
☎
内
線
４
５
９
）

紅
花
文
庫（
教
育
資
料
展
示
室
）春
の
展
示

▪時
６
月
28
日
㈮
ま
で

▪所
や
ま
が
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
Ｑ
１ 

１
階
紅
花
文
庫

▪内
第
一
・
第
二
小
学
校
が
保
存
し
て
い
る
教

育
資
料
等
の
「
お
宝
」
展
示

▪問
教
育
総
務
課
（
☎
内
線
６
０
９
）

ぶ
ら
ぽ
倶
楽
部
２
０
２
４

〝
ぶ
ら
っ
〟
と
散
歩
し
な
が
ら
街
・
探
険

▪時
・
▪所
・
▪内
〈
第
１
回
〉
６
月
15
日
㈯
・
ほ

っ
と
な
る
広
場
公
園
（
集
合・解
散
）「
城

下
町
山
形
を
流
れ
る
五
堰
と
変
わ
る
街
並

み
・
新
た
な
魅
力
」

　
　
〈
第
２
回
〉
９
月
21
日
㈯
・
山
形
駅
東
口

交
通
セ
ン
タ
ー
前（
集
合
）～
市
役
所（
解

散
）「
江
戸
か
ら
明
治
、
現
代
へ 

山
形
ト

ラ
ベ
ラ
ー
」

　
　
〈
第
３
回
〉
10
月
19
日
㈯
・
霞
城
セ
ン
ト

教
室・講
座

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
講
座

▪問
☎
６
４
７－

２
２
７
５

◆
セ
リ
フ
か
ら
学
ぶ
韓
国
語

▪時
５
月
11
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▪対
先
着
20
人

◆
英
語
の
ス
ト
ー
リ
ー
タ
イ
ム 

▪時
５
月
19
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時
、
正
午
～

午
後
１
時

▪対
５
歳
～
12
歳
各
回
先
着
10
人

◆
英
語
の
ス
ト
ー
リ
ー
タ
イ
ムO

w
l's N

est 

▪時
５
月
19
日
㈰
午
後
２
時
～
３
時

▪対
英
語
力
の
高
い
５
歳
～
12
歳
先
着
10
人

◆
名
曲
か
ら
学
ぶ
韓
国
語

▪時
５
月
25
日
㈯
午
後
１
時
～
２
時
30
分

▪対
先
着
20
人

※
▪申
い
ず
れ
も
電
話
で
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

多
文
化
紹
介
講
座
「
外
国
料
理
教
室 

ス
ペ
イ
ン
編
」

▪時
５
月
19
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

▪所
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
４
階

▪内
フ
リ
カ
ン
ド
ー
（
牛
肉
と
野
菜
キ
ノ
コ
煮

込
み
）、
パ
・
ア
ム
・
ト
ゥ
マ
カ
ッ
ト
（
ト

マ
ト
付
き
パ
ン
）、
ガ
ス
パ
チ
ョ
な
ど
の

調
理
と
試
食

▪対
先
着
25
人

▪費
会
員
１
５
０
０
円
、一
般
３
千
円（
材
料
代
）

▪持
三
角
巾
、
食
器
拭
き
用
布
巾
、
持
ち
帰
り

用
容
器
２
つ

▪申
電
話
ま
た
は
直
接
市
国
際
交
流
協
会
へ

▪問
市
国
際
交
流
協
会
（
☎
６
４
７－

２
２
７
７
）

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
会

▪時
５
月
22
日
㈬
・
23
日
㈭
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分

▪所
霞
城
公
園

▪内
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
作
り

▪対
各
回
20
人
（
抽
選
。
両
日
は
不
可
）

▪費
２
千
円
（
材
料
代
）

▪持
移
植
ベ
ラ
、
カ
ッ
パ
等
（
雨
天
時
）

▪申
５
月
７
日
～
10
日
に
、電
話
で
公
園
緑
地
課
へ

▪問
公
園
緑
地
課
（
☎
内
線
５
３
３
）

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
講
座

▪問
☎
６
４
７－

２
２
６
０

①
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
活
用
講
座（
全
３
回
）

▪時
・
▪内
５
月
23
日
㈭
入
門
編
、
５
月
30
日
㈭

基
本
編
、
６
月
６
日
㈭
実
践
編

　
　
午
後
２
時
～
４
時

▪対
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
市
民
活
動
団
体
で
活
動
し
て
い

る
方
等
先
着
10
人

▪持
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
パ
ソ
コ

ジ
ま
た
は
電
話
で
市
少
年
自
然

の
家
へ

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

ポ
イ
ン
ト
対
象

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

▪時
５
月
26
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

▪所
西
消
防
署
多
目
的
ホ
ー
ル
（
西
崎
）

▪対
先
着
40
人
程
度

▪申
電
子
申
請
ま
た
は
電
話
で
救
急
救
命
課
へ

ラ
ル
前
広
場
（
集
合
）
～
市
役
所
（
解
散
）

「
山
形
城
か
ら
商
人
町
へ
」

※
い
ず
れ
も
午
前
９
時
出
発
。

▪費
各
回
１
０
０
円
（
保
険
代
等
）

▪申
当
日
直
接
集
合
場
所
へ

※
詳
し
く
は
、
城
下
町
や
ま
が
た
探
険
隊
（
☎

０
９
０－

１
４
９
９－

３
９
４
０
）
へ

▪問
市
観
光
案
内
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
７－

２
２
６
６
）

（
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
）

▪問
消
防
本
部
救
急
救
命
課
（
☎
６
３
４－

１
１
９
３
）

ン
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
は

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
勉
強
会
～
Ｎ
Ｐ
Ｏ
入
門
編
～

▪時
５
月
25
日
㈯
午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

▪対
先
着
10
人

※
▪申
①
は
各
講
座
の
４
日
前
ま
で
、
②
は
５

月
22
日
ま
で
に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（

６
４
７

－

２
２
６
１
）、
Ｅ
メ
ー
ル
（center@

yam
a

　

gata-npo.jp

）
の
い
ず
れ
か
で
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
へ

山形市からのお知らせ
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ま
ち
、
わ
た
し
、
き
ら
め
く W

om
en's 

C
am

pus

山
形 

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
＆

事
前
説
明
会

▪時
５
月
29
日
㈬
午
後
２
時
30
分
～
４
時
10
分

▪所
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
２
階
大
会
議
室

▪内
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▪対
先
着
１
０
０
人

▪申
５
月
28
日
ま
で
に
、
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

（
託
児
が
必
要
な
方
は
５
月
20

日
ま
で
）

▪問
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
５－

８
０
７
７
）

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
初
心
者
講
習
会

▪時
５
月
26
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

▪所
馬
見
ケ
崎
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
広
場

▪対
先
着
40
人

▪申
５
月
19
日
ま
で
に
、
電
話
で
市
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
協
会
小
関
（
☎
０
９
０－

３
６
４
８－

３
２
１
２
）
へ

▪問
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
☎
６
８
７－

１
７
８
９
）

野
草
園
の
教
室

▪問
☎
６
３
４－

４
１
２
０

◆
寄
せ
植
え
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
教
室

▪時
６
月
１
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー
の
教
室

▪問
☎
６
４
２－

５
１
８
１

◆
小
白
川
や
す
ら
ぎ
荘
事
業 

基
礎
代
謝
を
上
げ

る
は
つ
ら
つ
体
操
教
室
～
筋
力
ア
ッ
プ
編
～

▪時
６
月
４
日
～
25
日
の
毎
週
火
曜
日
午
前
10

時
～
正
午
（
全
４
回
）

▪対
全
て
参
加
可
能
な
60
歳
以
上
の
方
先
着
30
人

▪費
84
円
（
保
険
代
）

▪申
５
月
９
日
～
16
日
に
、
電
話
で
福
祉
文
化

前
期 
い
き
い
き
生
活
運
動
講
座（
全
５
回
）

▪時
６
月
12
日
㈬
・
26
日
㈬
、
７
月
10
日
㈬
・

24
日
㈬
、
８
月
７
日
㈬
午
後
２
時
～
３
時

30
分
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

▪所
西
部
公
民
館

▪対
全
て
参
加
で
き
る
お
お
む
ね
75
歳
以
上
の

方
先
着
20
人

▪申
５
月
10
日
か
ら
、
電
話
（
☎
６
６
４－

１
２
０
７
）
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（

６
６
４

－

１
２
０
８
）
で
県
作
業
療
法
士
会
へ

▪問
長
寿
支
援
課
（
☎
内
線
５
９
９
）

中
央
公
民
館

▪問
☎
６
２
３－

２
１
５
０

◆
第
31
回
た
の
し
い
人
形
劇

▪時
５
月
19
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▪対
幼
児
・
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
先
着
１
０
０

人
（
小
学
生
は
保
護
者
無
し
で
も
可
）

公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
催
し

セ
ン
タ
ー
へ

◆
身
体
障
が
い
者
生
活
支
援
事
業
「
発
声
機
能

回
復
訓
練
教
室
」（
全
５
回
）

▪時
６
月
25
日
㈫
、
７
月
23
日
㈫
、
８
月
27
日
㈫
、

９
月
24
日
㈫
、
10
月
22
日
㈫
午
後
１
時
～
３
時

▪対
喉
頭
摘
出
者
で
身
体
障
が
い
者
手
帳
の
所

持
者
先
着
10
人

▪申
６
月
18
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
（

６
２
５－

２
１
５
０
）、
Ｅ
メ
ー
ル

（fukubunsen@city.yam
agata-yam

agata.
lg.jp

）
の
い
ず
れ
か
で
、住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
、
教
室
名
を
記
入
の
上
、
福
祉

文
化
セ
ン
タ
ー
へ（
直
接
の
申
し
込
み
も
可
）

西
部
公
民
館

▪問
☎
６
４
５－

１
２
２
３

◆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
基
礎
教
室

▪時
６
月
18
日
㈫
・
19
日
㈬
・
20
日
㈭
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

▪内
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
操
作
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
体
験

（
１
回
の
み
参
加
可
）

▪対
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
で
な
い
18
歳

以
上
の
方
各
回
先
着
８
人

▪申
５
月
７
日
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
西
部

公
民
館
へ

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
１
人
１
台
貸
し
出
し
ま
す
。

東
部
公
民
館

▪問
☎
６
４
２－

５
１
８
１

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

ポ
イ
ン
ト
対
象

◆
小
学
生
の
た
め
の
日
焼
け
予
防
講
座

▪時
５
月
26
日
㈰
午
後
２
時
～
３
時

▪対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
小
学
校
３
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）
先
着
18
人

▪申
５
月
２
日
～
16
日
に
、
電
話
で
東
部
公
民
館
へ

山
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▪問
☎
６
９
５－

２
０
０
１

◆
奥
山
寺
遊
仙
峡
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

▪時
６
月
２
日
㈰
午
前
８
時
45
分
～
午
後
２
時

45
分
（
午
前
８
時
45
分
集
合
）

▪内
山
寺
駅
前
（
集
合
）
→
馬
形
地
区
→
遊
仙
峡

→
岩
小
屋
（
昼
食
）
→
宝
珠
橋
公
園
（
解
散
）

▪対
小
学
４
年
生
～
70
歳
の
方
30
人
（
抽
選
）

▪持
昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具
、
健
康
保
険
証

▪申
５
月
20
日
（
必
着
）
ま
で
に
、は
が
き
（
〒

９
９
９－

３
３
０
１
大
字
山
寺
５
１
７－

１
）
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（yam

adera@
m
m
y.ne.jp

）
で
、住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
山
寺
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

▪対
先
着
13
人

▪費
４
８
０
０
円
、
高
校
生
以
下
４
５
０
０
円

（
材
料
代
、
入
園
料
）

▪申
５
月
６
日
か
ら
、
電
話
で
野
草
園
へ

◆
薬
草
講
座
（
第
１
回
）

▪時
６
月
８
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

▪対
先
着
15
人

▪費
５
０
０
円
（
資
料
代
、
入
園
料
。
高
校
生

以
下
２
０
０
円
）

▪申
５
月
６
日
か
ら
、
電
話
で
野
草
園
へ

▪時 とき　▪所 ところ　▪内 内容　▪講 講師等　▪対 対象・定員　▪費 費用（無料は記載なし）　▪持 持ち物　▪申 申し込み（不要は記載なし）　▪問 問い合わせ
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城
下
町
山
形
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
霞
城
公
園
。
現
在
も
史
跡
と
し

て
復
原
中
で
す
が
、
今
後
い
よ
い
よ
本
丸
エ
リ
ア
の
整
備
が
本
格
化
し

ま
す
。
山
形
城
本
丸
に
は
、
天
守
閣
は
無
か
っ
た
の
で
す
が
平
屋
建
て

の
立
派
な
「
本
丸
御
殿
」
が
あ
り
、
そ
の
姿
を
令
和
２
年
度
に
Ｃ
Ｇ
を

用
い
て
再
現
し
ま
し
た
。

　
残
さ
れ
た
平
面
図
等
の
資
料
を
活
用
し
、
日
本
の
建
築
史
研
究
の
最

高
権
威
で
あ
る
平ひ

ら

井い

聖き
よ
し

東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
に
監
修
い
た
だ
き
、

極
力
忠
実
に
再
現
し
た
も
の
で
す
。
本
丸
御
殿
の
外
観
だ
け
で
な
く
、

内
部
に
至
る
ま
で
再
現
し
て
い
ま
す
。
玄
関
か
ら
大
屋
根
の
大
書
院
、

老
中
詰
所
、
小
書
院
、
数
寄
屋
、
居
間
、
湯
殿
、
台
所
な
ど
、
本
当
に

立
派
な
御
殿
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
た
び
、
霞
城
公
園
を
訪
れ
た
方
が
現
地
で
本
丸
御
殿
の

雰
囲
気
を
味
わ
え
る
よ
う
、
Ｖ
Ｒ
／
Ａ
Ｒ
を
作
成
し
、
４
月
１
日
か
ら

公
開
し
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た

上
で
霞
城
公
園
内
の
Ｖ
Ｒ
ポ
イ
ン
ト
（
８
カ
所
）、

Ａ
Ｒ
ポ
イ
ン
ト（
１
カ
所
）に
行
っ
て
か
ざ
す
と
、

復
原
さ
れ
た
山
形
城
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
映
し

出
さ
れ
ま
す
。
Ａ
Ｒ
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
本
丸
御
殿

を
背
景
に
し
て
一
緒
に
写
真
を
撮
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
ぜ
ひ
一
度
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
４
月
12
日
か
ら
は
、
市
制
施
行
１
３
５

周
年
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
各
郵
便
局
に

お
い
て
最
上
義
光
公
を
題
材
と
し
た
切
手
を
販
売

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
山
形
城
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

チャレンジ

市民
活動

山形市コミュニティファンドの

補助事業として採択された

団体を紹介します。

�問 企画調整課　☎内線223

　村木沢ウオーキングマップを作成し、村木沢地区の歴史
的建造物や史跡を掲載し紹介しています。現地に案内板を
設置することで、歴史的文化に触れ、先人たちの建造物に
思いをはせながら、よりウオーキングを楽しむことができ
ます。さらには、史跡の由来を学ぶことによって子どもた
ちの郷土愛が育まれるようにこの事業を実施しました。
　これまで多くの方から「歴史的建造物と史跡の由来を
知ることができた」と喜んでいただいています。東北中
央自動車道の山形PAスマートインターチェンジが開通し
たため、県内外からも多くの方が訪問するようになると
思います。ウオーキングマップや案内板を見て回っても
らい、楽しみながら、さまざまな史跡に触れ、理解を深
めてもらいたいです。引き続き、地区の魅力を高め、市
の活性化を図っていきます。
村木沢ウオーキング
マップはこちら
�問 村木沢郷土史研究会
　　（担当：広谷司郎左エ門）
　　☎643-2705

村木沢ウオーキングマップ歴史コース案内板設置
～村木沢郷土史研究会～

@FilmYamagata で検索

最新情報 
更新中！

　市は、平成29（2017）年、ユネスコ創造都市
ネットワークの映画分野で加盟認定を受けました。
ユネスコが認定する映画、食文化、音楽、デザイン、
伝統工芸、文学、メディアアートの７分野全てを
有する文化の多様性が高く評価されたことが認定
の決め手です。
　ユネスコ創造都市ネットワークは、都市の持つ
文化を、保存や活用にとどまらず、産業・教育・
福祉等の分野に生かすことで、その都市が持続的
に発展していくことを目指しています。
　市では「文化創造都市」の実現を目指し、創造
都市の拠点施設「やまがたクリエイティブシティ
センターＱ1」の整備や海外都市との連携事業、や
まがた秋・冬の芸術祭など、映画だけでなく多彩
な文化資産を持続的発展に生かすためのさまざま
な施策に取り組んでいます。
　このコーナーでは、文化創造都市を目指す市と
やまがたクリエイテ
ィブシティセンター
Q1の取り組みや各
分野で活躍する魅力
的な方々について紹
介していきます。ど
うぞお楽しみに！

市
長
のや
ま

た
が

自慢

「
山
形
城
復
原
Ｃ
Ｇ
と
Ｖ
Ｒ
／
Ａ
Ｒ
の
公
開
」

文化創造 都市
やまがた 便り

�問 文化創造都市課　☎内線769

山形市が目指す「文化創造都市」とは？

山
形
市
長

▲やまがたクリエイティブシティセンターQ1
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予 

防

助 

成

五種混合予防接種・小児用肺炎球菌（15価）予防接種のお知らせ 
五種混合予防接種
　令和６年４月１日から、ジフテリア・百日ぜき・破
傷風・不活化ポリオの四種混合ワクチンにヒブワクチ
ンを加えた五種混合ワクチンが定期接種（法律に基づ
いた接種で無料）になりました。
�対 �市内に住民票がある生後２カ月以上７歳６カ月未満
のお子さん

　　〈標準的な接種期間と接種間隔〉
　　�１期初回接種：�生後２カ月以上７カ月未満に20日

～56日の間隔をおいて３回接種
　　�１期追加接種：�１期初回接種３回目終了後、６カ月

～１年６カ月（最低６カ月あける）
に１回接種

※�原則、最初に接種した種類のワクチンを最後まで使
用します。例えば、四種混合予防接種またはヒブ予
防接種を１回以上接種したお子さんは、それ以降も
四種混合予防接種やヒブ予防接種の接種になります。
※�予診票は市予防接種協力医療機関に設置しています。
接種時に各医療機関でご記入ください。

小児用肺炎球菌（15価）予防接種
　令和６年４月１日から小児用肺炎球菌予防接種が13
価ワクチンから15価ワクチンへ変わります。13価ワク
チンを接種しているお子さんも、４月以降は15価ワク
チンの接種が基本となります。
�対 �市内に住民票がある生後２カ月以上５歳未満のお子
さん

　　〈標準的な接種期間と接種間隔〉
　　�１期初回接種：�生後２カ月以上７カ月未満に27日

以上の間隔をおいて３回接種
　　�１期追加接種：�１期初回接種３回目の終了後、60

日以上の間隔をおいて生後１歳～１
歳３カ月に１回接種

〈接種方法〉
・�山形市予防接種協力医療機関での個別接種。
・�生後２カ月になったら、各自予約をして接種してください。
・�接種の際は、接種歴の確認や接種後の記録を行います
ので、母子健康手帳を必ずお持ちください。
※�市外の医療機関または山形大学医学部附属病院で接種
希望の場合は、事前に母子保健課で手続きが必要です。
�問　 母子保健課　☎647-2280

多胎妊娠の妊婦健康診査費用の助成
　令和６年度から、多胎妊娠に伴い妊婦健康診査補助
券の14回分を超えて自費で妊婦健康診査を行った費用
の一部を助成しています。
�内〈助成額〉
　　上限額：１回の受診につき上限5,000円
　　対象診査の回数：１回の妊娠につき上限５回
�対　 �次の要件を満たす方が令和６年４月１日以降に受診
した妊婦健康診査

　　・�妊婦健康診査を受診する日において市内に住所を
有する多胎妊娠の方

　　・�交付された14回分の妊婦健康診査補助券を全て
使用した方

�申 �必要書類等詳しくは、市ホームペー
ジをご覧ください（申請書もダウン
ロード可）。

�問 母子保健課　☎647-2280

健 

康
健 

康
栄養バランスアップ講座
～血糖値にやさしい食習慣を身に付ける～
�時 �５月23日（木）午前10時～11時
　　（午前９時45分から受け付け）
�所 霞城セントラル３階視聴覚室
�内 栄養講話「ポイントは量・バランス・時間」
�対 20歳以上の方先着20人
�持 健診結果票、電卓
�申 電話で健康増進課へ
�問 健康増進課　☎616-7273

学校等周辺の路上における子どもの
受動喫煙の防止について
　市では、子どもが安心して健康に暮らせる環境を
整備するため、「子どもの受動喫煙防止条例」を制定
し、学校等の周囲での喫煙を禁止しています。校門
前等、出入口での喫煙をしないようご協力ください。
※�運動会等の学校行事、スポーツ少年団活動、一般開
放等にて学校施設を利用される指導者と関係者の皆
さんには、たばこの煙が子どもたちに届かないよう
配慮した行動をお願いします。
�問 健康増進課　☎616-7270

新生児聴覚検査を
委託医療機関以外で受けた方への助成
�内　 〈助成額〉
　　自動聴性脳幹反応検査（AABR）：上限額5,000円
　　耳音響放射検査（OAE）：上限額2,000円
�対　 �令和５年４月１日以降に生まれ、次のいずれかに該
当するお子さん

　　・市内に住民票がある方が出産したお子さん
　　・市内に住民票があるお子さん
※�申請方法や申請期限等詳しくは、市ホ
ームページをご覧ください。
�問　 母子保健課　☎647-2280
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一
口
健
康
メ
モ

市
立
病
院
済
生
館
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー　
下
川　
友
侑

脳
梗
塞
は
直
後
の
治
療
が
大
切

　

脳
梗
塞
は
脳
の
血
管
が
詰
ま
り
、
酸
素
や
栄
養
が
脳
の

神
経
細
胞
に
行
き
届
か
ず
、脳
が
死
ん
で
し
ま
う
病
気
で
す
。

一
度
壊
れ
た
脳
細
胞
は
再
生
し
な
い
た
め
、
手
足
の
ま
ひ

や
構こ
う

音お
ん

障
害
な
ど
の
後
遺
症
を
残
す
場
合
や
命
に
関
わ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

脳
梗
塞
は
時
間
の
経
過
と
共
に
完
成
す
る
た
め
、
完
成

す
る
前
に
詰
ま
っ
た
血
管
を
早
期
に
再
開
通
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
後
遺
症
が
軽
く
な
っ
た
り
、
後
遺
症
な
く

治
っ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

脳
梗
塞
発
症
早
期
の
治
療
法
に
は
、
血
栓
溶
解
療
法
と

機
械
的
血
栓
回
収
療
法
が
あ
り
ま
す
。血
栓
溶
解
療
法
と
は
、

ｔ—

ｐ
Ａ
（
組
織
プ
ラ
ス
ミ
ノ
ー
ゲ
ン
ア
ク
チ
ベ
ー
タ
）
と

い
う
薬
を
点
滴
で
投
与
し
、
血
管
に
詰
ま
っ
た
血
栓
を
溶

か
す
治
療
法
で
、
症
状
出
現
か
ら
４
時
間
半
以
内
の
場
合

に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
機
械
的
血
栓
回
収
療

法
と
は
、
足
の
付
け
根
の
血
管
か
ら
カ
テ
ー
テ
ル
と
い
う

管
を
血
管
の
詰
ま
っ
た
部
分
ま
で
挿
入
し
、
血
栓
を
吸
引

す
る
な
ど
し
て
血
管
を
再
開
通
さ
せ
る
治
療
法
で
、
症
状

出
現
か
ら
24
時
間
以
内
の
場
合
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
い
ず
れ
の
治
療
法
も
、
症
状
出
現
か
ら
治
療

ま
で
の
時
間
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
そ
の
後
の
経
過
が
良

く
な
る
可
能
性
が
高
く
、
遅
け
れ
ば
遅
い
ほ
ど
脳
内
で
の

出
血
な
ど
合
併
症
が
起
こ
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
顔
の
ゆ
が
み
、
手
足
の
脱
力
、
呂ろ

律れ
つ

が
回
ら

な
い
な
ど
、
脳
梗
塞
と
思
わ
れ
る
症
状
が
現
れ
た
場
合
は
、

様
子
を
み
る
こ
と
な
く
、
す
ぐ
に
一
次
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

月 の 相 談５
市民相談
�問 市民相談課 ☎内線240・241

一般相談
月～金曜日 午前８時30分～午後５時15分

土地の利活用相談
月～金曜日 午前９時～午後４時

土地境界に関する相談
９日㈭ 午前10時～午後３時

司法書士相続登記相談
10日㈮・27日㈪ 午前10時～午後４時

行政書士相談
13日㈪ 午前９時～午後４時

人権・困り事相談
14日㈫ 午後１時～４時

登記手続相談
15日㈬ 午前10時～午後３時

行政に関する相談
21日㈫ 午前10時～午後３時

※３日（金・祝）、６日（月・振休）を除く
（予約不要・当日窓口へ）

ふれあい総合相談
�問 市社会福祉協議会 ☎645–8177

税金相談
８日㈬ 午後１時～４時

年金相談
14日㈫ 午後１時～４時

人権相談
16日㈭ 午後１時～４時

法律相談
金曜日 午後１時～４時
※�３日（金・祝）を除く
※�当日正午から、電話（☎６４５–８０６１）で
予約を受け付けます。先着６人で、弁護
士との相談時間は25分です。

各種相談
企業の経営相談（売上増進支援センターY-biz）
中小企業者の売上増進や販路拡大を支援
します。
▶︎とき…月～金曜日 午前９時～午後５時
▶ところ…売上増進支援センターY-biz
▶問い合わせ…☎616–7900
※相談には事前の予約が必要です。

総合学習センター教育相談
▶︎とき…�月～金曜日 午前10時～午後４時
　※３日（金・祝）、６日（月・振休）を除く
▶ところ…総合学習センター（電話相談も可）
▶問い合わせ…☎645–6182（直通）
※�不登校や学校生活、子育てなどの悩み
相談をお受けします（受け付けは午後
３時30分まで）。

※�メール相談（soudan-y@ymgt.ed.jp）
も受け付けています。

少年相談（青少年指導センター）
▶︎とき…月～金曜日 午後１時～５時
　　　　※３日（金・祝）、６日（月・振休）を除く
▶ところ…青少年指導センター（来所相談も可）
▶問い合わせ…☎631–4425（直通）
※�メール相談は市ホームページで24時間
受け付け（返信は平日となります）

障がい児療育相談（まんさくの丘）
▶︎とき…12日㈰ 午前10時～正午
▶ところ…まんさくの丘
▶問い合わせ…☎688–3540
※相談には事前の予約が必要です。

こども電話相談（こども家庭支援課）
▶︎とき…月～金曜日 
　　　　午前８時30分～午後５時15分
　　　　※３日（金・祝）、６日（月・振休）を除く
▶ところ…こども家庭支援課（来所相談も可）
▶問い合わせ…☎641–3636（直通）

外国人専門相談（国際交流センター）
▶︎とき…�１日㈬・15日㈬午前11時～午後３時
▶ところ…国際交流センター
▶問い合わせ…☎647–2275
※�相談言語…英語、中国語、韓国語（ベトナム語、
タガログ語、ポルトガル語、インドネシア語、
ネパール語での相談は要予約）。専門相談
では、在留資格、帰化、永住、婚姻、外国
からの呼び寄せ等の相談を受け付けます。
※�県行政書士会と連携して実施しています。
※�外国人専門相談以外の外国人の方の相
談は随時受け付けています。

消費生活相談
�問 消費生活センター ☎647–2211

消費生活・多重債務相談
火～日曜日 午前９時～午後５時
※３日（金・祝）～５日（日・祝）、７日㈫を除く

消費生活法律相談
23日㈭午後２時～４時
※�事前に消費生活相談を受けた方が対象
です。

ファーラ相談室
�問 市男女共同参画センター
　（ファーラ）☎645–8077

カウンセラーによる一般相談
日曜日 午後２時～５時
月・水曜日 午後２時～７時
火・金曜日 午前９時～正午
木・土曜日 午前９時～午後1時
※３日（金・祝）～６日（月・振休）を除く

法律相談
10日㈮・17日㈮・24日㈮ 午後４時～６時
※５月１日から予約受け付け。

助産師による女性の健康相談
��思春期から更年期までの女性の健康、体の
悩み、出産と育児などの相談をお受けします。

※各相談には事前の予約が必要です。

23 2024.5.1



24

見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を

採
用
し
て
い
ま
す
。

■
企
画・編

集
　
　
山
形
市
総
務
部
広
報
課

〒
990-8540　

山
形
市
旅
篭
町
二
丁
目
３
番
25号

TEL（
023）641-1212（

代
表
）　
FAX（

023）641-2535（
広
報
課
直
通
）

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://www.city.yamagata-yamagata.lg.jp/
 令

和
6年

山
形
市
役
所

検
索

特集
・まち歩きを楽しめる場所へ
・住み慣れた地域で共に支え合い、
　自分らしくチャレンジできる山形市へ

・市職員採用試験（令和７年４月１日付採用予定）

くらし

No.2047 令和６年

5月1日号

N
o.2047

5
月1
日
号

高瀬川のこいのぼり

広 告


	P01　広報やまがた５月１日号
	P02　まち歩きを楽しめる場所へ
	P03　まち歩きを楽しめる場所へ_2
	P04　まち歩きを楽しめる場所へ_3
	P05　まち歩きを楽しめる場所へ_4
	P06　まち歩きを楽しめる場所へ_5
	P07　まち歩きを楽しめる場所へ_6

	P08　住み慣れた地域で共に支え合い、自分らしくチャレンジできる山形市へ
	P09　住み慣れた地域で共に支え合い、自分らしくチャレンジできる山形市へ_2
	P10　住み慣れた地域で共に支え合い、自分らしくチャレンジできる山形市へ_3
	P11　住み慣れた地域で共に支え合い、自分らしくチャレンジできる山形市へ_4

	P12　YAMAGATA CITY TOPICS
	P13　クローズアップ
	P14　山形市からのお知らせ
	P15　山形市からのお知らせ_2
	P16　山形市からのお知らせ_3
	P17　山形市からのお知らせ_4
	P18　山形市からのお知らせ_5
	P19　山形市からのお知らせ_6
	P20　山形市からのお知らせ_7

	P21　市長のやまがた自慢／チャレンジ市民活動／文化創造都市やまがた便り
	P22　健康ナビ
	P23　５月の相談／一口健康メモ
	P24　広告



